
３年前に名古屋大学に移り，研
究内容も IFMIF の液体リチウム

ターゲットの研究からBNCT用の小型中性子源の開発に変
わり，核融合分野から離れてしまうことになると思ってい
ましたが，編集委員という形でプラズマ・核融合と繋が
り，また研究面も材料開発や中性子計測などこれまでとは
違う形でより核融合と繋がりが強くなりました．編集委員
としての任期はこれで終わりになりますが，これからも微
力ながら核融合の発展にかかわっていきたいと思っていま
す．
さて，いろんな方からいつも元気だね．と言われます．
それもこれも１０年前から体力づくりで始めたランニングの
お陰だと思っています．この数年は年間数回フルマラソン
に挑戦しています．走って何が楽しいの？ってよく聞かれ
ますが，自宅近くの公園や海沿いなど，四季折々の草木花
や風景を眺めながら走ると，頭がすっきりします．時には
悩んでいたことが解決したり，アイディアが浮かぶことも
あります．とはいえ，長い距離を走ると途中で嫌になって
しまうこともあります．坂を上れば下りもあり，向かい風
もあれば追い風もあり，辛くてあきらめたくなります．そ
れでも仲間や応援してくれる人達から力をもらい，ゴール
した時の達成感はひとしおで，次のチャレンジへの意欲が
湧いてきます．これって研究に似てるなぁって感じません
か？今の季節は梅雨．雨の日もあれば晴れの日もある．上
手くいかない時もあるけれど，ゴールに向かって，今日も
元気に走ります！ （吉橋幸子）

私のいる佐賀大学の理工学部では２０１９年度から学科とい
うカテゴリーが無くなりました．既存の７つの学科は１２の
コースに細分化されました．入学試験での振り分けをせ
ず，１年次に全領域に共通する基礎科目と各コースについ
ての講義（事実上の宣伝活動）を受けた後，前期末と後期
末に希望を取って２年次から学生の希望に沿う形で各コー
スに配属される仕組みです．先日，１年生の希望調査を
取ったのですが，私の所属する電気電子系は，下から１～
２番目の人気で，他の分野に大きく水をあけられる結果に
なってしまいました．農水関係が強い地方独特の雰囲気も
あるようです．
ですが，どういうわけか，大学のオープンキャンパスで
トマトにプラズマを照射するような展示・説明をすると，
アンケートが上から１～２番くらいの人気になるのが不思
議です．プラズマ分野は，決して人気がない訳ではないよ
うです．最近，大学の様々な部局や県や市の教育委員会，
施設などからの講演や演示実験の依頼がかなり増えてお
り，この編集後記を書いている今日も，佐賀市内の高校で
理系女子を対象とするプラズマと雷検出の実験をしてくる
予定です．
そのような機会は，皆さんの大学，研究機関でも増えて
いっているのではないかと思います．効率は非常に悪いか
もしれませんが，将来を担う小中高校生対象のアウトリー
チ活動が，プラズマに限らず，今後の分野への人気を支え
る重要なツールのような気がしてなりません．

（三沢達也）
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